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1.はじめに 
2010 年 7 月 5 日，東京都板橋区・北区周辺を集中豪

雤(最大時間雤量 107mm,板橋区)が襲い，狭い範囲内で

浸水被害が生じ，幹線道路の冠水，建物の被害などが

発生した．東京都と埼玉県の都県境を南東方向に移動

した雲のセルと神奈川県から北東に移動していく雲の

セルが合体する形で，板橋区・練馬区一帯で集中豪雤

をもたらした．この豪雤では限られた狭い範囲で浸水

被害が集中した．これ以外の東京都内における過去の

被害は複数回にわたる同じ箇所での浸水が発生したり，

比較的安全とされる高い位置にある箇所では点在して

発生している．被害箇所が点在しているケースでは降

った雤が高い位置から低い位置に流れていかず，その

場に留まってしまう要素がある．事例としては少ない

が，今後も浸水被害に対しては安全とされるこうした

場所での被害の危険性が考えられる． 

 

2.研究の目的 
各地で浸水被害の発生予測を示す洪水ハザードマッ

プの整備が進んでいるが，これらは次のような特徴が

ある． 

(1)時間・空間的に一定規模以上の降雤をハザードとし

て想定している． 

(2)河川を中心とした広い範囲を最大限に被害を受け

るものとして示している． 

しかし近年，マップ上での危険箇所以外において被

害が起きているケースもある．それは 1.で示したよう

な場合である．一方で，実際に浸水被害に遭う範囲は

一部の限られた地域である．降雤，地形の関係がどう

いう状況になったときに被害が発生しているのかにつ

いては現在のハザードマップから読み解くのは難しい．

洪水ハザードマップに示される危険箇所は河川沿い・

旧河川・かつては沼地があったなどであるが，実際に

被害が発生する範囲の規模で予測するにはさらに細か

い条件を探っていく必要がある．これができれば浸水

被害に対して優先的に対策を立てることができる． 

過去の浸水被害実績と GIS による地形分析をもとに

浸水被害が発生しやすい傾向を探り，浸水被害対策に

役立てることを本研究の目的とする．危険度が高い地

形的条件かをツリー分析によって評価を行っていく． 

 

3.対象地域 
本研究の対象地域は，過去の事例より東京都内にお

いて浸水被害が特に多く発生し，起伏が比較的大きく

中小の都市河川が多い都区内西部の地域を考える．平

坦かつ，荒川・隅田川などの本研究で想定しない比較

的大規模な河川が流れている都区内東部の地域は，本

研究で想定した条件とは異なり，対象外とする．都区

内西部と考える地域は表-1に示す 15 区とする． 

 

４.過去の浸水被害の発生状況と地形 
  東京都建設局が公表している過去の都内における浸

水被害の発生状況 1)についての情報を GIS 上に載せる．

図-1 に結果を示す．これは過去に少なくとも 1 回以上

浸水している場所を示している．これに河川や地形分

類情報，昔の地図，地形区分を示した土地条件図を重

ね合わせ傾向を探っていく．なお，この解析にはソフ

トとして ArcGIS を用いた． 

 

5.地形による浸水被害の事例分析 
  本研究で対象とする地域における地形区分は表-2 に

示す通りである．内容・浸水の可能性については国土

地理院の技術資料 2)を抜粋した．これを基に図-2 に示

すような地理的区分を行い，過去の浸水被害が 4 つの

場合分けのどれに当てはまるかについて現地調査を行

った． 

 

6.現地調査 
  図-2に示すようなⒶ～Ⓖの 7通りの場合分けを行い，

傾向を分類した．浸水しやすさで見れば当然のことな

がらⒶからⒼに向かうにつれて高くなる．Ⓒ～Ⓕに

ついては土地利用形態の違いによって過去の浸水実

績に多少の差があることが見られたので，この区分

を設けた． 

  Ⓐの事例としては非常に少なく，上位面に位置する

ビル街の地下空間や中位面・下位面に位置する住宅地

の半地下空間において被害が発生している． 

Ⓑの事例はⒶと同様に少ないが，平坦化された地形

に隣接している箇所で被害が発生している． 

Ⓖは洪水ハザードマップで最も前提としている事例

である． 

Ⓒ～Ⓕの事例を見てみると共通な点として暗渠河

川沿いにあれば大雤時の下水道からの逆流による浸

水というものが考えられる．暗渠河川沿いに整備さ

れた道路が周囲より高い位置にあるなどして氾濫す

れば真っ先に周辺道路・建物(住宅)に被害をもたらす．

また，旧河川を整備された道路沿いに集中して浸水

していることも原因として考えられる．個別にみる

とこの他にⒹの事例として密集低層住宅地では浸水

箇所が点在しているケースが多く，密集している建

物や敷地の間に水が溜って流れにくくなってしまう

ということであると考えられる．Ⓔの事例としては
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中高層住宅地における箇所での浸水事例は少なく，

比較的安全な位置にあるとみなすことができる。ま

た，河川沿いにもあまりなく，その周辺では浸水被

害が生じても中高層住宅地での被害は少ない．Ⓕの

事例としては旧河川沿いに整備された道路を中心に

商業・業務用地として商店街が形成されている場合

が多い．こうした場所では被害が住宅街だけではな

くむしろ商店・駅施設などの被害が大きくなる可能

性がある． 

 

7.浸水区域の想定 

過去の浸水被害事例を見ると，世田谷区において

浸水被害事例が少ないことが分かる．ツリー分類で

示すⒶ～Ⓕの 6 区分のどれが原因となって浸水被害

が生じるかを想定した．なお，Ⓖの河川に近いとい

う分類は洪水ハザードマップで前提としているもの

であり，ここでは考えないこととする(Ⓐ～Ⓕのみを

考える)． 

世田谷区内の中でも東急田園都市線沿線の桜新町

駅周辺について考える．浸水被害事例は少なく，ま

た，地形的に安全とされる箇所が多いが，数少ない

浸水事例と洪水ハザードマップは一致していないケ

ースが複数あり，正確に評価しきれていないのが現

状である． 

高い地形上にあっても商店街が形成されているよ

うな場合，道路に沿った低い箇所での浸水被害の発

生が考えられる．また，土地利用に関連して，この

地域は，他地域で多く見られる浸水被害発生箇所で

ある密集低層住宅地がほとんどない．このことも浸

水被害事例が少ない理由の一つとも考えられる． 

以上のようなことを踏まえた上で現地調査を行い，

浸水想定を行った．これを図-3 に示す．浸水想定域

を青緑色の線(丸)で囲っており，その横に赤紫色で A

～F(ツリー分類のパターン)と示している．洪水ハザ

ードマップに示されている箇所と重なるものもある．

また，河川周辺についての評価は多くが洪水ハザー

ドマップと一致していると考えられるため，行って

いない． 

 

8.まとめと今後の課題 
  本研究では土地利用形態，土地条件図(地形)，古地

図の 3 点を用いてのソフト面での評価であったが，

この他にも評価基準を増やして検討する必要がある．

例えば，ツリー分析において谷線からの距離を加え

るなど GIS の機能を活用するなどである． 

  このように，一つの地図上により多くの情報を住

民にとって分かりやすくしていく必要があり，個人

の防災意識を高めることができれば被害を軽減でき

ると期待できる． 

表-1  解析対象とする 15 区 

練馬区 板橋区 北区 中野区 杉並区

新宿区 豊島区 文京区 千代田区 港区

渋谷区 目黒区 世田谷区 品川区 大田区  
 

 
図-1 東京都区内西部における過去の浸水状況 

 

表-2  土地条件図に対応した危険度評価 
区分 名称 内容 浸水の可能性

高位面
上位面
中位面
下位面
低位面 ある

台地・段丘、などに地下水の働きに
よって形成された相対的に低い地形。

ある

平坦化地
斜面を主として切り取りにより造成し
た平坦地または緩傾斜地。

低い

盛土地 低地に土を盛って造成した平坦地。 高い
斜面 斜面(山地） 台地の縁などの傾斜地。 ない

山麓堆積地形 麓屑面
地形の崩落などの作用により大量の岩
屑が生産され堆積して形成された斜面。

ある

凹地・浅い谷

人工地形

台地・段丘

低地よりも形成時期が古く、一般的
に高い位置にあるほど形成時期が
古い。高いものから高位面、上位
面、中位面、下位面、低位面の５段
階に分類している。

低い

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2  地理的区分による事例分析 

 

 
図-3世田谷区桜新町周辺における浸水被害予測 
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